


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（126）Roxin, a. a. O. （Anm. 21）, S. 281.
（127）Roxin, a. a. O. （Anm. 21）, S. 281ff.
（128）Roxin, a. a. O. （Anm. 21）, S. 283.
（129）Roxin, a. a. O. （Anm. 21）, S. 284f.
（130）Roxin, a. a. O. （Anm. 21）, S. 286.
（131）Roxin, a. a. O. （Anm. 21）, S. 286ff.







が認められる余地もないはずである。Vgl. Roxin, a. a. O. （Anm. 21）, S. 292.
（133）Roxin, a. a. O. （Anm. 21）, S. 288ff.
（134）Roxin, a. a. O. （Anm. 21）, S. 289.
（135）Roxin, a. a. O. （Anm. 21）, S. 291.




（137）Roxin, a. a. O. （Anm. 92）, §13 Rn. 112.
（138）前掲注（80）参照。
（139）Hirsch, a. a. O. （Anm. 80）, Vor §32 Rn. 119. も、経済的な窮地の場合にお
ける、臓器移植の報酬について騙された場合を挙げて、同様の批判を加えている。


























































































（160）Rönnau, a. a. O. （Anm. 80）, Vor §32 Rn. 207.
（161）Rönnau, a. a. O. （Anm. 100）, S. 229.
（162）Rönnau, a. a. O. （Anm. 100）, S. 228.
（163）強盗罪の実行行為性についであるが、西田典之『刑法各論〔第 6 版〕』（弘文






















4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
とし、当該被害者に即し、その際の心理や精神状態を基準として判断すべき















4 4 4 4 4 4 4 4 4
〔圏点引用者〕場合であ」
るとして、客観的評価アプローチを採用しながら、具体的な被害者の属性や状態を
考慮することを明言するものがあるが（岡山地判昭和43年 5 月 6 日下刑集10巻 5 号
561頁）、妥当な判示である。
（169）Rönnau, a. a. O. （Anm. 80）, Vor §32 Rn. 208.













































































































（185）Eberhard Schmidhäuser, Strafrecht AT, 2. Aufl., 1984, 5/107.













































類似の構造分析を行うものとして、Joachim Hruschka, Das Opferverhalten als 
Schlüssel zum System der Sachentziehungsdelikte, Jahrbuch für Recht und 








Wolfgang Mitsch, Strafrecht BT Teil 2 （Vermögensdelikte）, 2. Aufl., 2003, §1 

























































（205）松原・前掲注（ 4 ）133頁以下、山中・前掲注（ 5 ）311頁、 Lenckner/ Stern-
berg-Lieben, a. a. O. （Anm. 27）, Vorbem §§32ff. Rn. 46.
　　これに対し、法益の価値に関する錯誤を、法益関係的錯誤に含めることに対
して否定的な態度を採るものとして、近藤・前掲注（154）271頁以下、Maria-
















成立の限界について」植村立郎判事退官記念論文集『現代刑事法の諸問題 第 1 巻』
（立花書房、2011年）175頁以下など。

